
様式１ 平成 ２５年度 山梨県立中央高等学校・定時制 評価報告書（自己評価・学校関係者評価）

Ａ 4

Ｂ 3

Ｃ 2 あまりできていない。

Ｄ 1

番号 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 達成度 成果と次年度への課題・改善策 意見・要望等

日常の学校生活全般を通じての
規範意識が育成される

自他を敬愛する心の育成を目指
す、しなやかな心の育成ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
を推進する

・ＳＳＴを実施する教員が今年
度は増えた。今後もソーシャ
ルスキル教育を行える教員を
育成していくことが課題とな
る。
・入学から卒業まで３、４年間
で計画的体系的にＳＳＴを実
施しコミュニケーション能力を
育むことが必要である。

4

・一昨年度始めたＳＳＴは、社会性や対人関係を練
習する場として、対人関係が苦手の生徒や発達障
害を抱えた生徒がいる本校では必要な学習方法の
一つである。昨年度は就職・進学年次である３、４年
次生に実施した。
・さらに、１、２年次生からもＳＳＴのニーズがあり、
総合的な学習の時間の後期の講座の１つとしてＳＳ
Ｔ講座を開設し、計画運営に努めた。今年度新設さ
れた午前部も含め、全ての年次、部で計画通りに実
施できた。
・次年度に向けては、入学から卒業まで３、４年間で
計画的体系的な実施形態の計画化および指導でき
る教職員の育成が求められる。

ＳＳＴ実施による生徒の自己課題の明確化
課題のアセスメン

ト

ＳＳＴ実施によるコミュニケーション能力の向上
アンケート調査・

観察

3

対人関係の在り方やより良いコ
ミュニケーションの方法について、
学ぶことができ能力が育成される 総合的な学習の時間の計画的運営 計画的実施状況

・総合的な学習の時間の後期の
講座の１つとしてＳＳＴ講座を開
設し、計画運営に努めた。今年
度新設された午前部も含め、全
ての年次、部で計画通りに実施
できた。
・ＳＳＴ実施前後に、社会性に関
するアセスメントのテストを実施
し、参加生徒の課題や到達状況
を確認した。 ・Ｓ
ＳＴ実施後の活動報告によって、
参加した生徒たちが、コミュニ
ケーションスキルの有効性を理
解し、日常生活に生かしているこ
とが確認できた。

Ｂ

B

・受入先アンケートの結果か
ら、本校のインターンシップな
らびに生徒の取り組み姿勢
について全ての事業所から
「良かった」との回答をいただ
いた。来年度の受け入れに
対しても、「積極的に受け入
れる予定」の回答をいただ
け、参加した生徒がしっかり
と取り組んだものと思われ
る。
・生徒に対して、早い段階か
らインターンシップの意義や
内容について理解させ、参加
を促していきたい。

3

・前年度末の仮調査の段階では、１４名の生徒が希
望していたが、5月のオリエンテーション後の本調査
の段階では６名に減少した。前年度の参加者数１３
名と比べても減少した。原因は大きく分けると2つあ
るようだ。
①インターンシップﾟ受け入れ企業の中に、生徒が希
望とする職種・企業がない。
②ほとんどの生徒がアルバイトをしているため、ア
ルバイト先と同じような職種であれば、わざわざア
ルバイトを休んでまで参加する必要がないというも
のである。
・実際参加した生徒の感想では、全員が「参加して
良かった」であることから、次年度に向けての課題と
して、より一層生徒の希望する職種・企業開発が求
められる。

社会人として必要とされるマナーの習得 アンケート調査

体験活動等を通じての勤労観や就労意識の
向上

アンケート調査

・問題行動で指導された生徒数がH２３年度:２６名･
H２４年度７名・本年度：４名と、大幅に減少してい
る。次の取り組みの成果である。
① 年度当初に、生徒指導上の確認事項について、
職員全員で意思統一を図ることができた。
② 授業中の決まり事について、全校集会、年次集
会、ＨＲ等を通じて生徒に周知徹底した。
③ 年次・教育相談・係と連携を取り、生徒の実態把
握に努め個々の生徒に応じて柔軟に指導した。
④ 年間を通して、全職員により授業開始時の巡回
指導を当番制で実施した。
⑤ 年間を通して、年次主任・係職員等による登下
校時の校門指導（挨拶・声かけ）を実施した。
・次年度においても、落ち着いた学校生活を維持す
るため登下校指導及び校内巡回を継続して欲し
い。

全職員による行動規範の遵守指導 アンケートの実施

規範意識の向上を目指した啓発活動の工夫
アンケート調査・

観察

2

キャリア教育推進事業を通じて、
インターンシップに積極的に取り
組むとともに、体験活動等により
望ましい勤労観や就労意識が育
成される

より多くの生徒をインターンシップに参加させ
る事前指導の充実

参加生徒数
就業達成率

・参加者が６名と少なかったが、
計画通りに指導を進めることがで
き、意義深いインターンシップを
終えることができた。
・生徒のアンケート結果から、「働
くことの楽しさ」「自ら進んで行動
することの大切さ」「協力すること
の大切さ」をはじめ、多くのことを
学ぶことができたとの感想があ
り、全員が「参加して良かった」と
いう回答をしていることからも、就
業体験を通して働くことの喜びと
厳しさ、更に職業人としての心構
えを学べたことと思う。
・インターンシップに先立ちマナー
講座を実施したが、生徒からは
現場で役立ち、学んでおいて良
かったとの声が多く聞かれた。

自己評価結果 評価

1

具体的な行動規範の明示 アンケートの実施

・生徒のアンケート結果から、「学
校は安全・安心な環境と思える」
の設問に約８割の生徒が大いに
そう思う・ほぼそう思うがと答えて
おり、前年が６割だったのが大幅
に伸びた。年間を通しての職員
の巡回指導の成果と思う。
・職員のアンケート結果から、「問
題行動に対し、対応できる組織
づくりがなされている」の設問に
約９割の職員が大いにそう思う・
ほぼそう思うがと答えており、昨
年に引き続き、非常に高い評価
であった。

B

・巡回指導、校門指導、職員
間の連携により、本年度は問
題行動で指導された生徒が４
名(Ｈ２４年度：７名・Ｈ２３年
度：２６名)と前年度より激減し
た。授業については「授業中
の心得」を教室に掲示すると
共に生徒へ徹底し、授業を大
切にする姿勢を育てることが
できた。その結果、授業の無
断欠席者が減少し生徒が落
ち着いて授業に取り組むよう
になった。
・年次、教育相談と連携し、
基本的な生活習慣や集団で
のマナーやルールに重点を
おいて指導して行きたい。

4

自 己 評 価 学校関係者評価

本年度の重点目標 年度末評価（２月７日現在） 実施日 （平成２６年２月２５日）

２ キャリア教育推進事業の実施による就労意識の育成 概ね達成できた。（６割以上） できている。

３ コミュニケーション能力の育成 不十分である。(４割以上)

達成できなかった。（４割以下） できていない。

規範意識の育成を図ると共に、社会の中で自立する生徒を育てる。 山梨県立中央高等学校校長 小林欣一

本年度の重点目標

１ 学校生活全般を通じての規範意識の育成

達
成
度

ほぼ達成できた。（８割以上）

評
価

良くできている。


